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||| 12月 23日開業の意 味

その時に

自分の全

てを費や

し購入し

た宝物。今

更市内中

心部にといわれても・・・。

■この問題解決に必需なのが、公共交通の整備です。拡散し

た市街地を公共交通の整備により、ばらばらになった生活目

を 1本の糸 (又は串)で結ぶ事により、公共交通サービスロ

域の魅力を高め、人口や都市機能の集積をめざすのです。大

切な事は公共交通迷子の人達をなくすという事。公共交

通・・・それはこれから電気・ガス・通信と同じくらい必要

な生活インフラとなる事でしょう。ただ公共交通の整備とい

うのは完成するまでに非常に時間の費やす事業です。だから

こそ、最初の第一歩を 1日 でも早く歩み出て欲しいのです。

■市内中心部環状線がこの冬開通する富山市。きつと友違、

家族、恋人違がイルミネーションの眩しい市内中心部に、公

共交通を利用してデー トにでかける事でしょう。RACDA

が創設以来伝えたかつた事、「人間的な街をとり戻すため

に」・・・・都市に願いを。(安藤亮)

という時

代でした。
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籠★都市に願いを★～
_■曇瀞車尊職韓 」まい卑ませんが、_随分冷え込む巳が多く

なりました。朝の吐忠も自くなり、夜空には大きなオリオン

座。もう12月になりました。少し気は早いですが、皆様の今

年 1年はどのような1年でしたでしょうか。我々「RACD
A」 としましては 1日 1日 を大切に活動してまいりましたが、

私達の想いがどれくらい市民の皆様、行政の方々に伝わつた

のであろうかと・・・.

■我々『RACDA」 という団体は、岡山の街を誰よりも愛

し、未来後世にその素晴らしさを継承したいという人間が集

まつた市民団体です。そのひとつの手段として①路面電車の

駅前広場乗り入れ②市内電車の市内環状化③吉備線・津曲線

のLRT化を伝えてまいりました。現実、残念ながらその想
いは我々の片想いでありますが、その意を実らせた街が日本

にあります。その名は「富山」。

■人口はわずか約42万人の地方都市。しかしこの富山市は公

共交通の整備を市が中心に率先的に行い、街に活力をあたえ

た地方都市です。平成18年に 1時間に1本あるかないかのロ

ーカル線をJRから市を中心とする第3セクター会社「富山

ライトレール」が経営権を引継ぎ、LRT(次世代型路面電
車)化により、15分に 1本の定期運転を行いました。

■結果、公共交通の信頼復権という結果を残し、今年の 12月

末には路面電車として市内中心都環状線が開通します。

我 『々RACDA」 が15年前から伝えてきた想いが、残念と
いうべきか複雑な心境の中、他都市で実践されました。

■岡山市と富山市の都市環境は、非常に似ています。①市衛

地密度の低下と市街地の拡散。②自動車交通への高い依存率。

共に広い平野を持つ街なので、同じ悩みに悩まされているの

が現状です。そのような中で、今よく言われるのが「コンパ

クトシティ」。この言葉だけを聞くと、単に市民は市内中心部

に全員集合 :と いう書きがありますが、そんな事は出来る訳

がありません。ましてパブル期は少々郊外でもマイホームを
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「バスマップサミットinお

きなわ』ツアー報告その 2

『730(ナナサンマル)ツア

ー」日前編

先月号では「都覇市の交通体

験ツアー」についての報告を

したが、今回は「730ツ アー」

の参加報告をさせていただ

くこととする。

●「730(ナナサン

マル)」 と|ま ?

第二次世界大戦後、

沖縄は 1972(昭和

47)年 5月 15日 に

本土に復帰するま

でアメリカの占領

下にあつた。道路交通もアメリカと同じように「車は右側通

行」であり、これについては本土復帰後も維持された。しか

し、一国―交通制度の国際条約に従い、1978(昭和 53)年 7月

30日 |こ沖縄県で一斉に交通方法の変更が実施された。すなわ

ち、車は右側通行から左側通行へ変更となつたのである。こ

れを『730(ナナサンマル)」 といい、沖縄の本土復帰を象徴す

る出来事として語り継がれている。

また、この時に沖縄のパス (特に路線バス)は右側通行用の左

ハンドル・右 ドア車だったことから総入れ替えを行うことと

なり、国や県の補助金によつてほぼ全てのパスが左側通行用

の右′ヽンドル・左 ドア車に新車で置き換えられた。このとき

導入されたバスを「730バス」といい最近まで多くが残存して

いたが、現在は沖縄バスの三菱ふそう車と東陽バスの日野車

が 1台づつ動態保存として残るのみとなっている。今回、沖

縄の歴史を語る上で欠かせない『730バス」を使用したツアー

に参加させていただいた。

●『730バス」に乗る

10月 12日、バスマップサミット最大のお楽しみ (!?)の「730

ッアー」当日.朝 8時過ぎに那覇バスターミナルに向かうと

…ぃたいた。上述した沖縄バスと東陽バスの「730バス」が待

機していた。車齢 31年とはいうもののピカピカの専体。これ

に乗るのたと思うとわくわくするとともに感慨深い。

このツアーでは、両社の 730バスに乗車体験できるようにコ

ースが組まれており、Aコースの前半は沖縄バスで那覇バスタ

ーミナルから読谷村・道の駅かでな・東南植物楽園へ、後半

は東陽バス

あやはじ館

スは逆)。  |

筆者はAコ ースに参加し、まず沖縄バスの 730バスに乗り込

んだ。乗つてみると、どこか懐かしさが漂つてくる。そうい

えば岡山でもこのタイプのパスが走っていたな一、と。出発

時刻になり、車内はワイワイガヤガヤ、あ一だこ―だと盛り

上がる。パスは一路、国道 58号を読谷村へ向かう。道中t米

軍の救急車と思しき車と並ぶ.プレートに1ま「U.S.AR‖ Y」 C

文字がある。やはりここは 沖縄なんだと再認識。

読谷村の読谷バスターミナル到着後、読谷村コミュニティパ

ス「鳳バス」に試乗。「鳳バス」は読谷村が運行する沖縄県初

の住民サービスとしてのコミュニティバスであり、今年4月

から運行を開始した。この日は祝日ということで海岸ルー ト

のみが運行されており、残波岬や座喜味城などを経て読谷バ

スターミナルに戻る約 50分間のコースを乗車した。

●切っても切れない米軍との関係

鳳バスの体験乗車を終えた我々は、読谷バスターミナルから

嘉手納町の「道の駅かでな」へ移動。その道中、読谷村役場

の近くの広い道路を通る。開けばこの道路、もと米軍の読谷

補助飛行場の滑走路跡地だそうで、アメリカから読谷村に返

還され一部を舗装しなおして村道として供用しているとのこ

と。ちなみに現在の読谷村役場も、もと米軍敷地の跡に移転

新築したものだが、バス路線が全く無かったことから鳳バス

の平日の拠点としても機能している。

「道の駅かでな」に到着すると、早速展望台へ。展望台から

見えるのは、いま話題の米軍嘉手納基地。非常に広い嘉手納

基地が一望できるのだが、筆者の胸中は複雑であつた。

「道の駅かでな」を出発し、続いて東南植物楽園に向かうの

だが、筆者は飛行機の時間の都合でやむを得ず途中の「池武

当」停留所で下車し、高速バスで那覇空港へ向かつた。

●感想

沖縄の歴史の生き証人ともいえる「730バス」に乗ることがで

き、大変良かった。また、米軍との関係で苦闘されている中

にあつて新たな活路を見出した「道の駅かでな」も興味深か

った。今回のツアーはさながら「平和を考えるツアー」のよ

うな感じがした。

そして、今回のパスマップサミットは非常に有意義なもので

あったことを最後にお伝えしたい。

く予告〉次号では同行した参加者による「7∞ ツアー」の後編 (凛
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城:伊軒島芳薔機 の駅

を経て那覇バスターミナルヘと巡つて行く(Bコー

以降)を掲載予定。お楽しみに。 (石井孝幸)
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